


2005年の統計になりますが、前年より死亡数が減ったがんは、「胃がん」「子宮
頸がん」「肝臓がん」の3つだけです。なぜ、この3つだけが減ったのでしょうか？
衛生環境がよくなったためです。

胃がんは、塩分の高い食事やピロリ菌が原因に挙げられます。冷蔵庫が普及
して、塩漬けする必要もなくなり、新鮮で清潔な食物を食べるようになって、減少
し始めています。
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大腸がんも食事によりリスクが高まる





免疫機構を活性に保つ







•体重管理だけでなく、、、

•運動がストレスの適当なはけ口

になると免疫力を高めることにも

つながります。

適度にスポーツをする



細胞のコピーミスの防止、免疫機構の活性を保つ



痩せ過ぎ も 肥満 も よくない。







細胞のコピーミスの原因

免疫力が弱まる原因

がん細胞が
育ってしまう





Ｃ型慢性肝炎の罹患率 （年齢別）

肝細胞がん



Ｃ型慢性肝炎







•ハーボニー錠 １錠 ５．５万円

• １日１錠 １２週間の治療 ＝ ４６２ 万円

• しかし、県の助成金にて 自己負担金

最高でも ６万円 で治療できます

愛知学院大学歯学部附属病院で治療できます！

ぜひ、ご相談ください。











胃がんの死亡率は肺がんなどより低くなっていますが、、、、

発症率はいまだ本邦では第一位です。

ピロリ菌感染は 将来的な 胃がんのリスクを高めることがわかっています。

積極的に ピロリ菌の除菌をしましょう。

当院では今年度だけで およそ２０名の方のピロリ菌除菌に成功しています。



•④がんが発症したとき

どう対応すればよいのか？



早期発見に努める





１０年から２０年かけて大きさ１ｃｍになる

大きさ１ｃｍになると急成長します

膵臓から肺や腹膜への遠隔転移は２年くらいで発生してしまう

この時期に見つけましょう



1つの細胞が1センチのがんになるまで、たとえば、乳がんでは、細胞分裂で30回、
15年といった時間がかかります。
しかし、1センチのがんが、2センチになるには、たった3回の分裂、1年半ですむ
のです。
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早期治療に努める
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がんは不治の病ではありません。現在、全体で見れば、半分程度のがんは治ると
言えます。

がんがまだ1～2センチ程度の時期、つまり、早期に発見できれば、治癒率は
ぐんと良くなります。

早期のがんでは、症状はまず出ませんから、早期にがんを発見するのは検診
の役割です。

症状がないうちに、定期的に検査することが大事なのです。

がん対策推進企業アクション ホームページ



•がん が見つかったら、、、、、



⑤ がんにはどんな治療があるの？








